
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川大学生涯学習 エクステンション講座【２０１３年後期】 

本講座は神奈川大学と「防災塾・だるま」が共同で企画し、提供するものです。 

２０１３年実践的防災まちづくりコーディネーター養成講座 

≪講義録４限目≫ 

 

 ◆日時： 2013年1１月1４日（木） 13:30–17:00 

◆会場： KUポートスクエア 

≪講座のメインテーマ≫ 

地域にいかす 「防災・減災の知識・知恵」を学ぶ-2013 

投稿者： 講座運営委員 成松 洋 

◆本日のテーマ◆         

地域での防災活動実践者の話を聞き、地域に活かす術を学ぶ 

講師 白田 克雄 氏 （元南区六ッ川地区連合防災部長） 

- 地域の防災活動の現状（自主防災組織の体制、活動内容等）を説明する。 

- 自分の地域と何処が違うか、どうしたら防災活動を充実できるか等を質疑応答を交え学ぶ。 

 

≪まとめ≫ 

～どのように地域の防災活動を充実していくか～ 

◇ 地域活動は人間関係と実行力 

◇ 他の地域の取組みや活動から学ぶ 

・マンションの自主防災組織は、避難場所は？ 

・イザという時の要援護者の避難にどう備える？ 

・・・・等々 

講演風景 

   

白田講師 

のメッセージ 

「熱い心で」 

活動経験・事例を 

実践的に解説 

≪後半：講座会場全体で「熱い心」の議論が展開≫ 

地域で、自治会・町内会で、マンションで、どう取組んで 

いけばよいのか・・・・・白田講師からのメッセージ： 

◆地域組織で生きて行く、関わる覚悟をもって 

・・・できるところから取組んでいく 

◆活動の基本は PDCA 

・・・「熱い心」 「ゆっくり急いで」 

◆地域社会の担い手づくりとバトンタッチのタイミング 

伊東運営委員長と 

司会の山田さん： 

全６回の講座も折り

返し点を過ぎ、各回

の講座後半では 

受講生と講師の 

オープンな意見交

換も恒例となった。 

 

 

★自主防災組織の立上げでは、 

-  防災を本格的に勉強 

-  「チーム防災六ッ川」 でチームづくり・担い手づくり 

  -  防災情報を地域に発信 

★組織づくりと組織間の連携は欠かせない 

・・・自治会・町内会、自主防災組織、地域防災拠点 

★成果が上がらないことも、実行と反省・対策。 

熱のこもった質疑と意見交換 


